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20% は IVIG に抵抗性を示し、冠動脈後遺症のリスク増大につながることが強く懸念され
ている。ゆえにその発症機序解明はもちろん IVIG に代わる新規治療法の確立は小児科領
域における喫緊の課題である。 
 非受容体型 Proline-rich protein tyrosine kinase 2 (Pyk2) は、主に造血細胞や脳、骨細
胞に発現し、B 細胞の分化や細胞運動など様々な細胞機能に関与するほか、近年、炎症あ
るいは血管病態との関係も報告されている。よって、Pyk2-knockout (KO) マウスを用いて
川崎病血管炎における Pyk2 の関与を明らかにすべく、本研究を実施した。 































  本研究の結果は、川崎病血管炎の発症機序に Pyk2 依存的シグナル伝達経路が関与す
ることを示唆する。同分子は、川崎病治療における新規の分子標的となりうることが期待
される。 
